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1. 前報の低たん白食，低V.Bi 食における生体の影

響に引続き，今回昧両者を組み合わせ相互の影響につい

て検討し た。

2. 成熟白ネズミをＩ群（対 照群 ），n 群（ 低B,群）,

Ⅲ群（低たん白群），IV群（低たん白，低Bi 群）の ４種に

分け，飼育期間は ３週間 とし ，期間中体重測定を行なっ

た。飼育 後，肝臓心臓，腎臓および血液等のたん白質 及

びV.B, の定量を行っなた。

3. 体重はＩ群では直線的に増加し，n ，Ⅲ群は試験

食開始 ５日目頃および ２日目頃より横ばい 状態を呈し ，

そ の後徐 々に下降し ，w 群は試験食開始 と同時に下降し

はじ め，10 日目頃からは急激になった。　I, n 群 とⅢ，

Ⅳ群 とでは体重 曲線 の差異が顕著に表 われた。即ちたん

白欠乏 の方 がB,欠乏 より体重減少 が顕著に表 われ た。Bi

欠乏症状は低Bi のみの時よりも低 たん白食を伴ってい る

場合の方 が顕著に発現し,  Bi欠乏 を促進す る傾向 が認 め

られた。臓器重量は肝臓において４群間に差がみられた

が，腎臓，心臓では余 り差はみられなかった。たん白欠

乏 の方 が臓器重量に与える影響は大であった。たん白濃

度は何れの臓器，血液ともI,  n 群 が高くⅢ,  IV群 が低

かった。たん白含量は肝臓 が最も大で腎臓 ，心臓 の順 で

あった。B,濃度 は肝臓 ，心臓，腎臓で高 く，血液では極

めて低かった。B,濃度及び含量は摂取Bi 量の 影 響 を 受

け, I,  m 群が高く, n,  Ⅳ群が低かった。以上 よりた

ん白質 とV.B, との間には関係 があるかと思われた。


